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Absbact Managing the artifads which are pIoduced in software developmenも proce田es 15 
i四portant. In this paper, we consider the sof五ware mau山nancepracess tl叫 isperformed 
by several people in a group, and we point out some difficulties in rn回agingthe artifacts 
To reduce these difficulties, We have developed a tool that suppor胞もhe management 
of the dependency beh'河en artifacts. This tool displays the dependency and the status 
of the consistency of 田tifacts. By using of this tool, users can easily reco且mze the 







































































「ファイル a がファイルb に依存している J というま

































































代表的なツールである RCSj8CC8， CVS ，make について
簡単に述べる
4.1 RCSjSCCS について















例えば， A が B というファイルに依存していて，















































産性を下げることになる Makcfilc や共有変数を 4.3 rnake について














uisite フプイル，生成されるファイルを target プァイ J レ
と呼びt それらのファイルの変更時間を調べるa
そして reql凶h ファイルが t町g'色ファイルよりも新し
いときに， target ファイルを再生成することによっ
て， requisite ファイルと turget ファイルとの陪の整合性
をとっているしかし，人聞の縞銀作諜によって生


















ファイル a がファイルb に依存していることを，
ファイル b からファイル .1乙向かう矢印で示した
グラフを表示する
・ファイル間の依存関係の墜合性の表示
ファイル a とファイル b との聞の整合性がとれ























本報告では，読者を source ファイル，後者を t紅g<tフ
ァイルと呼ぶまた，機械的な手続きによって ta:rget
ファイルを生成するために必要なファイルをその










目quisite ファイルと tむ'get ファイルとの悶白依存関






















そのチ z ックの信頼性が下がるので， grad Iま務告の
保証を取り消すこのため，作業者は再チェック白
必要 iζ 気づくことができる










を Folder と呼ぶ全て由 Fold位は名前を持ち。親を持
たない唯一の Folder ( Basc Foldcr )以外の全ての Folder
は唯一つの親を持っすなわち，全ての Folder は BM'
Folder を根とする木構造を形成する
Folder のファイル名は，親 Folder 白ファイル名に Folder
名をつなげた文字列になるa ただし，B田e Foldcr のフ
ァイル名は空文字列である例え民Base Folder の子
Folder 由名前が'日.urcef'，その子 Folder の名前が 'main' ，
その子 Folder の名前が '.c' であるとき1 ファイル名は
'sourceJmain.c' となる(長酔rc 1) 
Foldel' について5.2.3 
表示内容
"，ad は起動すると 1 つのウインドワを聞き，Folder 
E び Fold釘聞を結ぶ矢印を表示する矢印はファイ
ル聞の依存関係を示 L，矢印の種類はファイル間
の整合性を示す.矢田は requisite Folder から target Folder 




態を示している (fiS'"， 2) 
(1) ファイルA とファイルB との聞の整合を保証され
た状態山線〈太線〉








… トo g'source/main.o' 日 source/main.c "，ad は，ファイル白更新にともなって依存関係の図









I 回自更新ぞ検知するために 10-600 困のチエ F ク
が必要となるしかも，これはファイルが 1 つのと

















Fig 2. gJ.'ad 0芳続例
日
5.3 ファイ Jレ S色atus
ファイル status は，grad が管理する Folder と矢印を保
存しているファイル status はエディタで編集可能な
テキス卜ファイルなので，ファイル名を一斉に変質





target ファイル名，第 2 引数には requisite ファイル名目
リスト，第 3 引数には target ファイルよりも新しい
reql凶site ファイルの名前のリストが与えられる
ファイル makcrc のインプリメントとしては， csh 申
シェルスクりプトを採用した理由は1 ほとんどの
UNIX上で cslt を実行できること， UNIX を利用する多
く白ユ ザーが白h 白シェルスクリプト白文法を
知っていて，自分用に .makerc をカスタマイズできる
というメリットがあること， target ファイル名と requi
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